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０㎡ 300㎡150㎡ 6,000㎡1,000㎡ 50,000㎡

小 大

防炎
（すべて） 防火管理

（収容人員30人）

防災管理
自衛消防組織

防災管理点検(5万㎡)

防火対象物点検
（収容人員300人）

誘導灯
（すべて）

消火器
（150㎡） 自動火災報知設備

（300㎡）
消防設備点検

（有資格者）

（1,000㎡）
総合操作盤
（5万㎡）

スプリンクラー
（6,000㎡）

最小限の
防火安全性能

基礎的な
防火安全性能

相当程度の
防火安全性能

（自動消火機能を含む）

高度な防火安全
性能

（地震等への対応を含む）

防火･防災上極め
て高度な安全性能

最近の小規模事業所・施設等の対策強化の要
請を踏まえ、要求水準の引上げを検討か。

1

＊ 各用途区分ごとに、例えば延べ面積を指標として、事業所等に求められる防火安全性能を５～６段階程度にランク分け
＊ 各ランクで求められる防火安全性能を満たすためのソフト面・ハード面の対策の標準的な組合せを設定（必要に応じ、特定の用途で
は微調整を検討）

＊ 用途区分自体についても、用途ごとの火災被害発生のリスクを改めて分析・整理し、大括り化の方向で見直し
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